




























(a) インフォーマントの母語 :中国語 ｡韓国語 ◎英語
(b) インフォ-マントのレベル :初級 (5名) = 11級 (10名)
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(aト 1 五段動詞+レル :行カレルなど (五段)
(aト 2 -段 ｡カ変動詞+ラレル :見ラレルなど (他)
(b) 可能動詞類 (可能動詞)
(bト 1 五段動詞派生の可能動詞 :行ケルなど (五段)
(b)- 2 一段 ｡カ変動詞派生の可能動詞 :見レルなど (他)
(C) デキル類 (デキル)
(Cト 1 スルコトガデキル :行クコトガデキルなど (スルコトガ)
(Cト 2 動名詞デキル :勉強デキル｡説明デキルなど (VN)

































形式 (ラ) レル デ キ ル 複合動詞(内致) そ の 他





中申下 1申中 23 2/3 il4
申申中1車中 2車 4中 5 1 1 153
申中上 1中 2* 3 1 2/3 2/32 2 1
中計(延べ) 1 6 9 - 1 27 1
中上 1z3● 1 13 1/2 432 デキルダケl
中上上 l23ds i12 3/Li12 1 1 13 13 2/3 1 デキレパ167 346 2 ア
上汁(延べ) 5 22 1 2 10 20 3 2
中畑l越 2 32 16/7 1 i 1 13 2 1中産弓3申tii 41/ 458 2 2 I2/3≡ テ㌧キレパ1デ ルダケ1
中越5 1 5/8 3 1/3 1
禎計(延べ) 12 31 1 1 3 10 9 2
1 23 62 2 3 l▲l 57 13 LI
表1 可能表現の使用の実態 (中国語母語話者 :162例)
(数字が二つある場合､左 動詞の異tj:り､右 延べ :先行形式の有鰯は触視)
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祝計(延べ) - 2 ;
輪中下1陣 2 l l 31
輪中中1蹄 2線 3陣 456 i 1 2i3/4 424/5 123i 1韓 上 1 i 1 デキルダケ1
中計(延べ) 1≧ 4 9 15 5 ll 1 i
韓上ュ* 2% 3翰 4繰 56 1 2/3L14 6 12 1 431 12 2 デキレパ 1
韓上上1時 2 51/4 1/2 13 1 ーs繰 4 - 31 7 8 56 2
上計(延べ) 4 39 2 12 5 30 4 4
締超l 1 3/4 3/4 5 1i
終超3韓 6 3/Jl 4/7 2/4 i5 デキレパ 4騨 7 2 3 --I 2 2 理解 サレル 1
*69 2 アキレパ 1
担帥(延べ) 5 16 - iO 3ー
総計(延べ)拙 …h 詩 1一… 27 ZO 54 5 6
表2 可能表現の使用の実態 (韓国語母語話者 :183例)
(数字が二つある場合､左 動詞の異なり､右 延へ :先行形式の有鮒 ま鰯視)
72
形式 (ラ) レル 可能動詞 デ キ ル 校合数詞(内数) そ の 他
話者 五段 他 五段 他 スルコは' VN VテV VV
英的下 1 1
英初一二rJ1机中2上 1 二i 二
初詐(延べ) - 1 - 1¶仙､T 仙ー ニJ
英中下 1申 245 】 i3 12i' 1 21 1/2 ∃巾中申67 ≡ 21 1 1
英中上3Ll 4 2 デキタラ1
中計(延べ) 4 14 2 3 2 5 le i
芙上 l英 2準キ3英上上 12 1 21 2/321 I1 2i 1I
5/8 1 1 i 3 デキルダケ 1 】
3 巨 - - 4/6 235 2
英上上6｣こ79 1 i 3/4 デキレ′ヾ2上計(延べ) 2 8 31 2 5 ト】 18 2
英超12 1i 43 1】i 1 1∃ 1 1出サ レラレルl
5英超67 2 12 43 1 デキルダケ1遜計(延べ) 6 12 - 1 1 8 3 1
2】 18 58 4 9 17 32 6 2
表3 可能表現の使用の実態 (英語母語話者 :140例)
























ルを付加したり (例 (6)(7)(8))3)､一段 ｡カ変動詞に可能動詞 (ラ抜
きことば)を使用すること (例 (9)(10)(ll))はほとんどない (助動詞
(ラ)レル類 ｡可能動詞類の全用例中4.8%)｡
(6) 仕事中は､あまり､しゃべられません (中中上1)























































































いうことが考えられよう (例 (21)(22)など)8). しかし一方ではまた､
いずれの例も､ガ格名詞句の潜在力や資格を表す (例 (21)(22))といっ








可能動詞助動詞頓 ヱ 上 空丁寧｣ ｣スルコHJ' VN 一 一
中細中 16 2 1 27上 28 0 0
中1日 Lid 1 3 10
汁 88 3 14 57
千 88(54.3) 74(45.7)
韓初中叶上梓超 214 15 5 ll
LI石 12 5 30
1 10 13
千 82 27 20 らl
82(44.8) lot(55.2)
英初美申 120 - - 1
英上 43 35 214 518
英超 18 1 1 8




























(25) kukes-ulilbone-lo selmyengha-1 swu-nuneps-spnita




焼キ肉 - 家 デ(位格) 簡単ダ 語尾(副詞形)
mek -ul swl iss-spnita















行ったところ､中級 で ､英語 ｡中国語グループの問に5% (x-2-6.567)､
英語 ｡韓国語グループの間に1% (x2-9.182) レベルで有意差が確認さ
れた｡上級にはこのような有意差はない｡
このようにして各グループの中級インフォ-マントには､語用論的使用
(中国語)､転移的使用 (韓国語)､文法的 目性態論的使用 (英語)とでも
名付けることのできる傾向が顕著であることが理解される｡
では､それぞれのグループにこのような傾向が見出されるのはなぜだろ
うか｡
英語の可能形式は can､tobeabletoいずれも分析的であるから､可
能動詞の多用は母語の影響とは考えられない｡可能動詞をチャンクとして
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使っているという可能性も考えられるが､その場合､なぜ英語グループだ
けがそうなのかが説明できない｡現段階では､中国語グループの結果とと
もに､その説明を保留せざるをえない｡これらのことには､それぞれの言
語の可能文のみならず､形態論的類型や､談話構造 ｡統語構造の類型など
が､広くかかわっていることも考えられる｡
なお､各グループが用いた可能形式の全用例数をくらべると､英語グルー
プが少ないことが目に付くが､このことに (回避などの)意味があるかど
うかも不明である｡
5.まとめ
以上本稿では､KYコ-パスから得られた可能文を分析し､母語の違い
を越えてどのグループにも､
(a)可能形式は中級以降に生産的に使用されること (§4.1.1)
(b) 可能動詞と助動詞ラレルは規範的に使い分けられることが多いこ
と (§4.1.2)
(C) ｢-デキル｣が汎用されることがあること (§4.1.3)
(d) いくつかの可能形式の習得過程において､デキルによる分析表現
が観察されること (§4.1A)
(e) 能力の高いインフォーマントに､可能形式が過剰に使われること
があること (§4.1.5)
といった共通する特徴があることを見出した｡また同時に､インフォーマ
ントの母語によって､
(i) 韓国語母語話者はスルコトガデキルを多用すること (§4.2.1)
(g) 各グル-プには独自の習得ルートがあること (§4.2.2)
といった違いがあることを明らかにした｡
(g)の各グループの習得ルートに対する説明は､今後の課題である｡
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[注】
* 本稿は､平成9年度文部省科学研究費補助金 ｡基盤研究的川口~第2言語として
の日本語の習得に関する総合研究｣(研究代表者 :カッケンプッシュ寛子､課題番
号08308019)の研究成果の一部である｡
1)鎌H修 (京都外国語大学)､山内博之 (岡山大学)両氏を中心にして作成され
た｡本稿はVersionlによる｡
2)ただし､次のように､可能形式に対して単純形式で応答するといった例は､ レ
ベルがあがっても観察されるところである｡
(i)T:Sさんはピアノがひけますか-
S:あ､ひきません (中中中1)
3)可能以外の助動詞レル形には､受け身 ･尊敬のはか､表の ｢その他｣に示した､
自発と解釈できる例があった｡
4)ラ抜きことばが頻用される愛媛県松山市に住む話者の次の例などは､方言の影
響が考えられる｡
(h) 一応アメリカで仕事探します｡でも､まあ､何かいい仕事あまり見っけれ
ない (英上土8)
5)幼児の母語獲得過程においては､助動詞ラレルの獲得は可能動詞および ｢-デ
キル｣の粧得に遅れ､獲得の過程に薯ケラレル､デキラレルのような過剰一般化
形式が現れることが知られている (渋谷1994など)0
6)｢-デキル｣の汎用の確かな例は､KYコーパスでは日本語能力の高いインフ*-
マントに多かったが､これは偶然であろう｡汎用とはそもそも､少なくとも一人
の話者の言語能力が限られている場面で典型的に観察されるコミュニケーション
行動のひとつである｡日本語能力の低い話者の ｢-デキル｣の汎用については渋
谷1995参照｡
7)(23)は話し手が動作のヨ三体となっているとも解釈できるが､その場合は可能文
の問題というよりも動詞の語棄選択の問題となる｡
8)(21)について､｢(からだが)もたない｣は中国語では､｢支持不了｣ (『小学館
排il1-1･典』)､｢受不了｣など､｢-しきれない｣という可能の意味をもつ ｢-不了｣
で表される｡水野義遺氏のご教示によるO
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9)先に§4.1.3で述べた ｢-デキル｣の汎用は､可能形式で表される意味が一定
で､それを表す形式が ｢-デキル｣に一本化されるという事象であった.
10)生越直樹氏のご教示による｡
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